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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年6月27日(2018.6.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　好ましくは、式Ｘ１Ｘ２Ｘ３ＳｎＨの水素化スズは、式中、Ｘ１、Ｘ２及びＸ３は同一
かもしくは異なってよく、そしてそれぞれ直鎖状、分岐鎖状もしくは環状Ｃ１～Ｃ１０脂
肪族炭化水素（これらはそれぞれ、場合によっては、メチル、エチル、プロピル、ブチル
またはそれらの異性体、または一つ以上のフッ素原子で置換されている）から選択してよ
い同式で表される。好ましい水素化スズの例は、（低級アルキル）３ＳｎＨまたは（低級
アルキル）２ＳｎＨ２（部分的にもしくは完全にハロゲン化された低級アルキルも可）、
例えばＭｅ３ＳｎＨ、Ｂｕ３ＳｎＨ、Ｂｕ２ＳｎＨ２、Ｃｙ３ＳｎＨ（Ｃｙ＝シクロヘキ
シル）、（オクチル）３ＳｎＨ、［ＣＦ３（ＣＦ２）５（ＣＨ２）２］３ＳｎＨ、［ＣＦ

３（ＣＦ２）３（ＣＨ２）２］３ＳｎＨである。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１９８
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１９８】
　触媒として［Ｃｐ＊Ｒｕ（ＭｅＣＮ）３］ＰＦ６（５ｍｏｌ％）を用いて例１に詳述し
た手順に従い調製された；無色の油状物（３８．７ｍｇ，８２％）（α／β＝７９／２１
）（主要異性体のＺ／Ｅ＝９５：５（ＮＭＲ））。１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣ
ｌ３）：δ＝５．８４（ｔｔ，Ｊ＝７．２，１．２，ＪＳｎ－Ｈ＝１３９．７Ｈｚ，１Ｈ
），１．９５（ｑ，Ｊ＝７．０Ｈｚ，２Ｈ），１．６６（ｓ，２Ｈ），１．５８－１．４
０（ｍ，６Ｈ），１．３８－１．２２（ｍ，１２Ｈ），０．９８－０．８０（ｍ，１８Ｈ
），－０．０３（ｓ，９Ｈ）；１３Ｃ　ＮＭＲ（１０１ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：δ＝１３
９．１，１３８．６，３５．８，３１．９，３０．６，２９．４，２９．０，２７．７，
２２．９，１４．３，１３．８，１０．７，－１．２；１１９Ｓｎ　ＮＭＲ（１１２ＭＨ
ｚ，ＣＤＣｌ３）　δ＝－５３．６；ＩＲ（νｍａｘ／ｃｍ－１）：２９５５，２９２３
，２８７１，２８５４，１４６３，１３７７，１２４６，１１４９，１０７１，８３７；
ＥＩ－ＭＳ　Ｃ２３Ｈ５０ＳｉＳｎ（Ｍ＋Ｎａ＋）の計算値　４７４．２７０３１；実測
値　４７４．２７００３。
 
　本願は特許請求の範囲に記載の発明に係るものであるが、本願の開示は以下も包含する
：
１．　アルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のための方法であって、次式Ｉ
【化４９】

で表されるアルキンを、式Ｘ１Ｘ２Ｘ３ＳｎＨの水素化スズと、ルテニウム触媒の存在下
に反応させて、一般式（ＩＩ）のアルケンを生成するステップを含む、前記方法。
【化５０】

式中、
Ｒ１及びＲ２は同一かまたは異なってよく、そしてそれぞれ以下から選択してよい：
Ｉ．直鎖状もしくは分岐鎖状脂肪族炭化水素、好ましくは炭素原子数１～２０の直鎖状も
しくは分岐鎖状脂肪族炭化水素、または環状脂肪族炭化水素、好ましくは炭素原子数３～
２０の環状脂肪族炭化水素、前記脂肪族炭化水素は、場合によりヘテロ原子及び／もしく
は芳香族炭化水素及び／もしくはヘテロ芳香族炭化水素を鎖中に含み、及び／またはＣ１

～Ｃ２０アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水
素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテ
ロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、もしくはヘテロ原子から選択される一つ以上の置換
基を有し、または
ＩＩ．炭素原子数５～２０の芳香族炭化水素または炭素原子数１～２０のヘテロ芳香族炭
化水素、前記芳香族またはヘテロ芳香族炭化水素は、それぞれ場合により、Ｃ１～Ｃ２０

アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５

～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリー
ル（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基を有し、または
Ｒ１及びＲ２のうちの一方は、水素、ハロゲン、または－ＳｉＲ＊Ｒ＊＊Ｒ＊＊＊（Ｒ＊

、Ｒ＊＊、Ｒ＊＊＊は、同一かもしくは異なることができ、そしてＩ及びＩＩで挙げた意
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味を有してよく、そしてＲ１及びＲ２の他方は、Ｉ及びＩＩで挙げた意味を有し、または
Ｒ１とＲ２は、一緒になって、炭素原子数６～３０の脂肪族炭化水素鎖を形成し、前記脂
肪族炭化水素鎖は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖中に含み及
び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくは
Ｃ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルから選択される一つ以上の
置換基を有し、また前記脂肪族炭化水素鎖は、場合により、ヘテロ置換基、直鎖、分岐鎖
、環状脂肪族Ｃ１～Ｃ２０炭化水素、Ｃ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ
芳香族炭化水素、アリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、またはヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６

）アルキルまたはヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基で置換されており；
式Ｘ１Ｘ２Ｘ３ＳｎＨ中の置換基Ｘ１、Ｘ２及びＸ３は、同一かまたは異なっていてよく
、そしてそれぞれ、水素、直鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素、好ましくは炭
素原子数１～２０、好ましくは１～１６の直鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素
、または芳香族炭化水素、好ましくは炭素原子数６～２２、好ましくは６～１４の芳香族
炭化水素から選択し得るか、またはＸ１、Ｘ２及びＸ３のうちの二つは、一緒になって鎖
中に２～２０個の炭素原子、好ましくは２～１０個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素鎖
を形成し、前記炭化水素基は、場合によってはヘテロ原子を鎖中に含み及び／または場合
によってはＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２

０芳香族炭化水素、Ｃ１～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素、または炭素原子数２～１２の同
一のまたは異なるアルキル基を有するアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ハロゲンまたはヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基を
有し、ここでＸ１、Ｘ２及びＸ３のうちの少なくとも二つは水素ではなく；及び
本発明方法で使用される触媒は、以下の副構造を含む、シクロペンタジエニルが配位した
ルテニウム錯体である：
【化５１】

式中、Ｒｃｐ１～Ｒｃｐ５は、同一かもしくは異なってよく、それぞれ水素からまたは直
鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素、好ましくは炭素原子数１～２０の直鎖状、
分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素から選択してよく、前記直鎖状、分岐鎖状もしくは
環状脂肪族炭化水素は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖中に含
み及び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、ヘテロシクロアルキル、Ｃ６～Ｃ２０

芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルもしくはヘテロ原子から選択される一つ
以上の置換基を有し、更なる配位子は中心原子のルテニウムに配位している。

２．　上記１に記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のための方法であっ
て、Ｒ１及びＲ２が、同一かまたは異なってよく、そしてそれぞれ、炭素原子数１～２０
の直鎖状または分岐鎖状脂肪族炭化水素（これは、場合により、ヘテロ原子及び／もしく
は芳香族炭化水素を鎖中に含む）、または炭素原子数５～２０の芳香族炭化水素から選択
してよく、前記脂肪族炭化水素及び芳香族炭化水素は、場合により、Ｃ１～Ｃ２０アルキ
ル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２

０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル、もしくはヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基を有し、また
は
Ｒ１とＲ２が、一緒になって、炭素原子数８～２０の脂肪族炭化水素鎖構造を形成し、前
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記脂肪族炭化水素鎖構造は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖中
に含み及び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキル
もしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリ
ール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルから選択される一
つ以上の置換基を有し、また前記鎖構造は、場合により、ヘテロ置換基、直鎖、分岐鎖、
環状脂肪族Ｃ１～Ｃ２０炭化水素、Ｃ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳
香族炭化水素、アリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、もしくはヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６

）アルキルから選択される一つ以上の置換基で置換されており、または
Ｒ１及びＲ２の一方が、水素、ハロゲン、－ＳｉＲ＊Ｒ＊＊Ｒ＊＊＊から選択され、ここ
でＲ＊、Ｒ＊＊、Ｒ＊＊＊は、同一かまたは異なっていることができ、そしてそれぞれ、
炭素原子数１～２０の直鎖状または分岐鎖状脂肪族炭化水素（これは、場合により、ヘテ
ロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖中に含む）、または炭素原子数５～２０の芳香
族炭化水素から選択してよく、前記脂肪族炭化水素及び芳香族炭化水素は、場合により、
Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭
化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、
ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、もしくはヘテロ原子から選択される一つ以上の
置換基を有する、
前記方法。

３．　上記１または２に記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のための方
法であって、式Ｘ１Ｘ２Ｘ３ＳｎＨ中の置換基Ｘ１、Ｘ２及びＸ３が同一かもしくは異な
ってよく、そしてそれぞれ直鎖状、分岐鎖状もしくは環状Ｃ１～Ｃ１０脂肪族炭化水素（
これらはそれぞれ、場合によっては、メチル、エチル、プロピル、ブチルまたはそれらの
異性体、または一つ以上のフッ素原子で置換されている）から選択してよい、前記方法。
 
４．　上記１～３のいずれか一つに記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化
のための方法であって、本発明方法で使用する触媒が、以下の副構造を含むシクロペンタ
ジエニルが配位したルテニウム錯体である、前記方法。

【化５２】

［式中、Ｒｃｐ１～Ｒｃｐ５は、同一かもしくは異なってよく、それぞれ水素からまたは
直鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素、好ましくは炭素原子数１～２０の直鎖状
、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素から選択してよく、前記直鎖状、分岐鎖状もしく
は環状脂肪族炭化水素は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖中に
含み及び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、ヘテロシクロアルキル、Ｃ６～Ｃ２

０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルもしくはヘテロ原子から選択される一
つ以上の置換基を有し、及び更なる配位子が中心原子のルテニウムに配位している］
 
５．　上記１～３のいずれか一つに記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化
のための方法であって、触媒が［Ｃｐ＊ＲｕＬ３］Ｘ［式中、Ｃｐ＊はη５－Ｃ５Ｒ５ｃ

ｐであり、各々のＲｃｐはＨまたは好ましくはＣＨ３であり、そしてＬは同一かまたは異
なる配位子／置換基であり、そして電子供与性配位子／置換基、例えばＣＨ３ＣＮ、炭素
原子数８～１２のシクロアルカジエンから選択される］であるか、または触媒が、式［Ｃ
ｐ＊ＲｕＹｎ］の錯体［式中、Ｃｐ＊はη５－Ｃ５Ｒ５ｃｐであり、各々のＲｃｐはＨま
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たは好ましくはＣＨ３であり、そしてＹはアニオン性配位子でありそして水素、ハロゲン
から選択され、そしてｎは２、３である］であるか、または式［Ｃｐ＊ＲｕＹ２］ｎのダ
イマーもしくはオリゴマー［式中、Ｃｐ＊はη５－Ｃ５Ｒ５であり、ＲはＨまたはＣＨ３

であり、そしてＹはアニオン性配位子でありそして水素、ハロゲンから選択され、そして
ｎ≧２である］である、前記方法。

６．　上記１～３のいずれか一つに記載の内部アルキンの高立体選択的トランスヒドロホ
ウ素化のための方法であって、次の錯体が触媒として使用される前記方法。
【化５３】

［式中、置換基Ｒは、Ｒ＝Ｈ、Ｍｅから選択でき、及びＸ－がアニオン性対イオンである
］
 
７．　上記５または６に記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のための方
法であって、アニオン性対イオンが、ＰＦ６

－、ＳｂＦ６
－、ＢＦ４

－、ＣｌＯ４
－、Ｆ

３ＣＣＯＯ－、Ｔｆ２Ｎ－（Ｔｆ＝トリフルオロメタンスルホニル）、ＴｆＯ－、トシル
、［Ｂ［３，５－（ＣＦ３）２Ｃ６Ｈ３］４］－、Ｂ（Ｃ６Ｆ５）４

－）、またはＡｌ（
ＯＣ（ＣＦ３）３）４

－から選択される、前記方法。

８．　上記１～３のいずれか一つに記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化
のための方法であって、触媒が次の錯体から選択される、前記方法。
【化５４】

［式中、置換基ＸはＣｌ、Ｂｒ、Ｉから選択され、そしてｎは≧２である］

９．　上記１～８のいずれか一つに記載の非対称性アルキンの高立体選択的トランスヒド
ロスズ化のための方法であって、生成するレジオ異性体の比率を制御するために、触媒が
アルキンに応じて使用される、前記方法。

１０．　以下の副構造を含むシクロペンタジエニルが配位したルテニウム錯体を含むルテ
ニウム触媒の、有機スズ化合物の存在下におけるヒドロスズ化反応での使用。
【化５５】

［式中、Ｒｃｐ１～Ｒｃｐ５は、同一かもしくは異なってよく、そしてそれぞれ水素から
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または直鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素、好ましくは炭素原子数１～２０の
直鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素から選択してよく、前記直鎖状、分岐鎖状
もしくは環状脂肪族炭化水素は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を
鎖中に含み及び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、ヘテロシクロアルキル、Ｃ６

～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～
Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルもしくはヘテロ原子から選択さ
れる一つ以上の置換基を有し、更なる配位子Ｌが中心原子のルテニウムに配位している］
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のための方法であって、次式Ｉ
【化１】

で表されるアルキンを、式Ｘ１Ｘ２Ｘ３ＳｎＨの水素化スズと、ルテニウム触媒の存在下
に反応させて、一般式（ＩＩ）のアルケンを生成するステップを含む、前記方法。

【化２】

式中、
Ｒ１及びＲ２は同一かまたは異なってよく、そしてそれぞれ以下から選択してよい：
Ｉ．直鎖状もしくは分岐鎖状脂肪族炭化水素、または環状脂肪族炭化水素、前記脂肪族炭
化水素は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素及び／もしくはヘテロ芳
香族炭化水素を鎖中に含み、及び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ５～Ｃ８

ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族
炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アル
キル、もしくはヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基を有し、または
ＩＩ．炭素原子数５～２０の芳香族炭化水素または炭素原子数１～２０のヘテロ芳香族炭
化水素、前記芳香族またはヘテロ芳香族炭化水素は、それぞれ場合により、Ｃ１～Ｃ２０

アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５

～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリー
ル（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基を有し、または
Ｒ１及びＲ２のうちの一方は、水素、ハロゲン、または－ＳｉＲ＊Ｒ＊＊Ｒ＊＊＊（Ｒ＊

、Ｒ＊＊、Ｒ＊＊＊は、同一かもしくは異なることができ、そしてＩ及びＩＩで挙げた意
味を有してよい）、そしてＲ１及びＲ２の他方は、Ｉ及びＩＩで挙げた意味を有し、また
は
Ｒ１とＲ２は、一緒になって、炭素原子数６～３０の脂肪族炭化水素鎖を形成し、前記脂
肪族炭化水素鎖は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖中に含み及
び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくは
Ｃ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルから選択される一つ以上の



(7) JP 2016-536301 A5 2018.8.9

置換基を有し、また前記脂肪族炭化水素鎖は、場合により、ヘテロ置換基、直鎖、分岐鎖
、環状脂肪族Ｃ１～Ｃ２０炭化水素、Ｃ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ
芳香族炭化水素、アリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、またはヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６

）アルキルまたはヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基で置換されており；
式Ｘ１Ｘ２Ｘ３ＳｎＨ中の置換基Ｘ１、Ｘ２及びＸ３は、同一かまたは異なっていてよく
、そしてそれぞれ、水素、直鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素、または芳香族
炭化水素から選択し得るか、またはＸ１、Ｘ２及びＸ３のうちの二つは、一緒になって鎖
中に２～２０個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素鎖を形成し、前記炭化水素基は、場合
によってはヘテロ原子を鎖中に含み及び／または場合によってはＣ１～Ｃ２０アルキル、
Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘ
テロ芳香族炭化水素、またはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～
Ｃ６）アルキルから選択される一つ以上の置換基を有し、ここでＸ１、Ｘ２及びＸ３のう
ちの少なくとも二つは水素ではなく；及び
前記触媒は、以下の副構造を含む、シクロペンタジエニルが配位したルテニウム錯体であ
る：
【化３】

式中、Ｒｃｐ１～Ｒｃｐ５は、同一かもしくは異なってよく、それぞれ水素からまたは直
鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素から選択してよく、前記直鎖状、分岐鎖状も
しくは環状脂肪族炭化水素は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖
中に含み及び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、ヘテロシクロアルキル、Ｃ６～
Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルもしくはヘテロ原子から選択され
る一つ以上の置換基を有し、更なる配位子は中心原子のルテニウムに配位している。
【請求項２】
請求項１に記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のための方法であって、
Ｒ１及びＲ２が、同一かまたは異なってよく、そしてそれぞれ、炭素原子数１～２０の直
鎖状または分岐鎖状脂肪族炭化水素（これは、場合により、ヘテロ原子及び／もしくは芳
香族炭化水素を鎖中に含む）、または炭素原子数５～２０の芳香族炭化水素から選択して
よく、前記炭素原子数１～２０の直鎖状または分岐鎖状脂肪族炭化水素及び炭素原子数５
～２０の芳香族炭化水素は、場合により、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシク
ロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素も
しくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、もし
くはヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基を有し、または
Ｒ１とＲ２が、一緒になって、炭素原子数８～２０の脂肪族炭化水素鎖構造を形成し、前
記脂肪族炭化水素鎖構造は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖中
に含み及び／または場合によりヘテロ置換基、直鎖、分岐鎖、環状脂肪族Ｃ１～Ｃ２０炭
化水素、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～
Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール
（Ｃ１～Ｃ６）アルキルから選択される一つ以上の置換基を有し、または
Ｒ１及びＲ２の一方が、水素、ハロゲン、－ＳｉＲ＊Ｒ＊＊Ｒ＊＊＊から選択され、ここ
でＲ＊、Ｒ＊＊、Ｒ＊＊＊は、同一かまたは異なっていることができ、そしてそれぞれ、
炭素原子数１～２０の直鎖状または分岐鎖状脂肪族炭化水素（これは、場合により、ヘテ
ロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を鎖中に含む）、または炭素原子数５～２０の芳香
族炭化水素から選択してよく、前記炭素原子数１～２０の直鎖状または分岐鎖状脂肪族炭
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化水素及び炭素原子数５～２０の芳香族炭化水素は、場合により、Ｃ１～Ｃ２０アルキル
、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクロアルキルもしくはＣ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０

ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル、もしくはヘテロ原子から選択される一つ以上の置換基を有する、
前記方法。
【請求項３】
請求項１または２に記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のための方法で
あって、式Ｘ１Ｘ２Ｘ３ＳｎＨ中の置換基Ｘ１、Ｘ２及びＸ３が同一かもしくは異なって
よく、そしてそれぞれ直鎖状、分岐鎖状もしくは環状Ｃ１～Ｃ１０脂肪族炭化水素（これ
らはそれぞれ、場合によっては、メチル、エチル、プロピル、ブチルまたはそれらの異性
体、または一つ以上のフッ素原子で置換されている）から選択してよい、前記方法。
【請求項４】
請求項１～３のいずれか一つに記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のた
めの方法であって、前記触媒が、以下の副構造を含むシクロペンタジエニルが配位したル
テニウム錯体である、前記方法。
【化４】

［式中、Ｒｃｐ１～Ｒｃｐ５は、同一かもしくは異なってよく、それぞれ水素からまたは
直鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素から選択してよく、前記直鎖状、分岐鎖状
もしくは環状脂肪族炭化水素は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化水素を
鎖中に含み及び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、ヘテロシクロアルキル、Ｃ６

～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（Ｃ１～
Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルもしくはヘテロ原子から選択さ
れる一つ以上の置換基を有し、及び更なる配位子が中心原子のルテニウムに配位している
］
【請求項５】
請求項１～３のいずれか一つに記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のた
めの方法であって、触媒が［Ｃｐ＊ＲｕＬ３］Ｘ［式中、Ｃｐ＊はη５－Ｃ５Ｒ５ｃｐで
あり、各々のＲｃｐはＨまたはＣＨ３であり、そしてＬは同一かまたは異なる配位子／置
換基であり、そして電子供与性配位子／置換基、例えばＣＨ３ＣＮ、炭素原子数８～１２
のシクロアルカジエンから選択される］であるか、または触媒が、式［Ｃｐ＊ＲｕＹｎ］
の錯体［式中、Ｃｐ＊はη５－Ｃ５Ｒ５ｃｐであり、各々のＲｃｐはＨまたはＣＨ３であ
り、そしてＹはアニオン性配位子でありそして水素、ハロゲンから選択され、そしてｎは
２、３である］であるか、または式［Ｃｐ＊ＲｕＹ２］ｎのダイマーもしくはオリゴマー
［式中、Ｃｐ＊はη５－Ｃ５Ｒ５であり、ＲはＨまたはＣＨ３であり、そしてＹはアニオ
ン性配位子でありそして水素、ハロゲンから選択され、そしてｎ≧２である］である、前
記方法。
【請求項６】
請求項１～３のいずれか一つに記載の内部アルキンの高立体選択的トランスヒドロホウ素
化のための方法であって、次の錯体が触媒として使用される前記方法。
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【化５】

［式中、置換基Ｒは、Ｒ＝Ｈ、Ｍｅから選択でき、及びＸ－はアニオン性対イオンである
］
【請求項７】
請求項５または６に記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のための方法で
あって、アニオン性対イオンが、ＰＦ６

－、ＳｂＦ６
－、ＢＦ４

－、ＣｌＯ４
－、Ｆ３Ｃ

ＣＯＯ－、Ｔｆ２Ｎ－（Ｔｆ＝トリフルオロメタンスルホニル）、ＴｆＯ－、トシル、［
Ｂ［３，５－（ＣＦ３）２Ｃ６Ｈ３］４］－、Ｂ（Ｃ６Ｆ５）４

－、またはＡｌ（ＯＣ（
ＣＦ３）３）４

－から選択される、前記方法。
【請求項８】
請求項１～３のいずれか一つに記載のアルキンの高立体選択的トランスヒドロスズ化のた
めの方法であって、触媒が次の錯体から選択される、前記方法。

【化６】

［式中、置換基ＸはＣｌ、Ｂｒ、Ｉから選択され、そしてｎは≧２である］
【請求項９】
請求項１～８のいずれか一つに記載の非対称性アルキンの高立体選択的トランスヒドロス
ズ化のための方法であって、生成するレジオ異性体の比率を制御するために、触媒がアル
キンに応じて使用される、前記方法。
【請求項１０】
以下の副構造を含むシクロペンタジエニルが配位したルテニウム錯体を含むルテニウム触
媒の、有機スズ化合物の存在下におけるアルキンのヒドロスズ化反応での使用。
【化７】

［式中、Ｒｃｐ１～Ｒｃｐ５は、同一かもしくは異なってよく、そしてそれぞれ水素から
または直鎖状、分岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素から選択してよく、前記直鎖状、分
岐鎖状もしくは環状脂肪族炭化水素は、場合によりヘテロ原子及び／もしくは芳香族炭化
水素を鎖中に含み及び／または場合によりＣ１～Ｃ２０アルキル、ヘテロシクロアルキル
、Ｃ６～Ｃ２０芳香族炭化水素、Ｃ５～Ｃ２０ヘテロ芳香族炭化水素もしくはアリール（
Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキルもしくはヘテロ原子から
選択される一つ以上の置換基を有し、更なる配位子Ｌが中心原子のルテニウムに配位して
いる］
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